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    山形大学は 2010年 3月、試料中に含まれる炭素 14 (
14

C) 濃度の高感度質量分析を目的に、コン

パクト AMS システム (図 1) 及びグラファイト作製システムを山形県上山市にある山形大学総合

研究所に導入し、2011年 2月に山形大学高感度加速器質量分析センター (YU-AMS) を設置した。

さらに、2013年には自動グラファイト作製システムとイオン源を新たに導入し、それぞれ 2台体

制で運用を開始した。2015 年には自動ガラス真空ラインを手動操作に切り替えることにより、貝

殻や卵殻試料測定のためのリン酸処理に対応できるシステムを構築した。これらの YU-AMSシス

テムを用いて、考古・文化財試料から医学・薬学分野における生体試料に対して高精度な 14
C 濃

度測定を進めている。 

   2018 年度には定期メンテナンスとして、アイオナイザーのクリーニング作業を行った。加速タ

ンク開放は、2016 年 12 月から約 2 年間行っていないが、現在も安定した測定を続けている。ま

た自動グラファイト作製システムでは、キューブ型ポンピングステーション  (PFEIFFER 

VACUUM社、HiCube 80 classic) の運転時間が 32,768 時間を超えたことに伴い、ダイアフラムポ

ンプ (MVP 070) の排気能力が低下したため交換を行った。本講演会では、2018 年度における

YU-AMSの運用状況について報告する。 

図 1. 山形大学に導入した加速器質量分析装置 
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